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長野県職員採用試験（高校卒業程度） 

公表用例題（林業１題） 
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樹木の成長に関する記述として最も妥当なものはどれか。 

 

１．本数密度の違いは樹高成長に大きく影響を与え、本数密度が高いほど樹高は高くなる。 

２．本数密度が低いほど幹は細く、本数密度が高いほど幹は太い。 

３．本数密度が高いほど幹の形がうらごけになる。 

４．本数密度が高いほど単位面積当たりの幹材積は少なくなるが、林冠が十分に閉鎖すると、本数密度に

よる差はほとんどなくなる。 

５．一定面積の土地で森林が生産できる総量は、太陽エネルギーと土壌条件で定まり、樹種や本数密度の

影響は少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例題１ 

正答番号 ５ 

出題分野【森林科学】 


